
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
５
波
も
よ
う

や
く
落
ち
着
い
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、市
民
の
生
活

が
元
に
戻
る
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
り
ま
す
。み
な

さ
ん
が
健
康
に
暮
ら
せ
れ

ば
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

今
議
会
で
は
、令
和
２

年
度
決
算
の
認
定
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。本
市
の
一
般

会
計
が
、例
年
の
２
０
０

億
円
規
模
か
ら
３
０
０
億

円
を
超
え
る
規
模
に
な
り

ま
し
た
。増
額
の
多
く
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
交
付
金
や
補

助
金
と
事
業
費
で
す
。あ

ら
た
め
て
感
染
症
の
深
刻

さ
と
社
会
へ
の
影
響
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」や
開
か

れ
た
議
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
、み
な
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し

ま
す
。
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令和3年12月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

１２月１４日（火）午前１０時～・午後７時～
１２月１５日（水）午前１０時～・午後７時～

◯本会議及び常任委員会は午前９時３０分から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

１１月３０日（火）　　本会議（招集日）議案上程

１２月  ７日（火）　　本会議（第２日）一般質問

１２月  ８日（水）　　本会議（第３日）一般質問

１２月１４日（火）　　本会議（第４日）議案質疑

１２月１７日（金）　　総務文教委員会

１２月２０日（月）　　建設福祉委員会

１２月２４日（金）　　本会議（最終日）討論・表決

Q　いつ頃の人？
Ａ　慶応３年(１８６７年)～昭和５年(１９３０年)・
豪傑肌で任侠風な政治家。
Q　どんな人？
Ａ　酒造業を家督相続したが、濃尾震災等に
よって酒造業を断念、土木業へと転換し、明治
３４年(１９０１年)、三輪土木会社のちに中央土
木合資会社を設立し日露戦争後、朝鮮・満洲へ
進出するなど経営拡大と同時に政界への進出
も果たした。
Q　政治家としての経歴は？
Ａ　明治４１年(１９０８年)八輪村(旧八開村)の
村会議員を皮切りに、海西郡会議員、県会議
員、衆議院議員を歴任した。
Q　大正１３年(１９２４年)の総裁選の出来事
は？
Ａ　憲政会総裁加藤高明の要請を請け立候補
した黒田淳二と総裁選を争う。政友会を除名
された市太郎はかなりの苦境にさらされたが、
「俺は黒田を敵として戦うのではない」「加藤高
明を敵とするのだ」と豪語し、選挙を制した。

Q　政治家としての功績は？
Ａ　海東・海西両郡の合併に尽力したほか、永
和駅の開設、日光川改修問題、道路改修問題
等、地域の問題解決に取り組み地域の発展に
大きく貢献した。
　三本の県道(岐阜県道８号線・県道１２６号
線・県道１２８号線)を一箇所にまとめ木曽川架
橋を計画。残念
ながら完成には
至らなかったが、
その意志は引き
継がれ昭和４４
年(１９６９年)に
東海大橋が完成
した。

参考「海部津島人名辞典」
取材協力　石田泰弘(生涯学習課
長兼佐織図書館長)

第23回取材しました！
　

愛西市の偉人⑤
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▲東海大橋　給父町にある石碑

政治家

三輪市太郎（旧八開村給父町）
み　　   わ        いち た　　  ろう
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